□へッドセット本体 

□ USB 充電ケーブル 

□ イヤーフック（出荷時は本体に装着されています） 

□ 取扱説明書（保証書付） 

□簡単接続ガイド 

□ イヤーパッド （ M ) (出荷時は本体に装着されています) 
□イヤーパッド （ S / L ) 

□ USB AC アダプタ 


Logitec 


Bluet 日 oth バージョン吕 . 1 + EDR class 吕巧応 

Bluetooth へッドセット 

LBT - PCHS310 / LBT - MPHS310A / 

LBT - MPHS310C / LBT - GMHS310A シリーズ 


取扱説明書 V 01 


このたびは興社製品をお買い上げいたださ、誠にありびとうございます。この取扱説 
明書は、巨 luetooth ヘッドセットの使用方法や、安全にお取り扱いいただくためのま 
意事項などを記載しています。本書の内容を十分にご理解いただいた上で本製品をお 
使いください。また、本書は、いつでも読むことびできる場所に大切に保管しておいて 
<ださい。 


製品の特長 


本製品は、ヘッドセットプ□ファイル （ HSP ) および A ンズフ IJ - プ□ファイル ( HFP ) 
に対応した Bluet □□かへッドセットです。 

各プ□ファイルに対応した携帯電話やパソコンとワイヤレスで接続し、八ンズフリー通 
話やボイスチャットをお楽しみいただけます。 

巨 luetODth の最新規格 「Bluetooth 2.1」に対応しており、同規格に対応した機器と 
セキュアでシンプルなペアリングを実現します。 


• 超薄型（約 7 mm ) 、超軽量（約日旨）で、長時間装着しても耳に負担をかけません。 

• 超お消費電力設計により、 ] 回の充電で約5時間の連続通話、120時間似上の待機時間を実現 
します。 

• LBT - MPHS 310 A . L 日 T - GMHS 3] 0 A シ U — ズには、充電用の USB タイプ AC アダプタを付 
属。パソコンなしでち家庭用コンセントから充電びでさます。 

• LBT - MPHS 310 C シ U - ズには、シガーソケットタイプの充電器を付属 （24 V 対応）。ドライ 
ブ中にバッテ U —び切れてち、車のシガーソケットからへッドセットを充電でをます。 

• 最大8台の機器とのペア1」ング情報を保持できます。一度ペアリングしたら、次回からは面倒 
なペア U ング作業は不要です。※同時に接続でさる機器は1台だけです。 


巧続のとまに化要な情巧です。 

■携帯電話やパソコンか5検索するとさの本製品の名称（デバイス名） 


■パス キー 


LBT-HS310 

0000 (半ちゼ M つ） 


パッケージ巧容の確認 


本製品のパッケージにはじ(下のちのが含まれています。お使いになる前に、 
パッケージの内容を確認してください。 


取0扱し1上のミ主意 


■正しく安全にお使いいただくために 

本製品を正しく安全にお使いいただくために、下の重要なミち意事項を必ずお守り 
<ださい。 


必警告 


ここに記載された事項をお視すると、使用ちが死亡または障害を負 5 危険 
性、もしくは物的損害を負う危険性がある項目です。 


•自動車の運拓中に操作しないで<ださい。 

運転中の操作は大変を険ですので、絶対に行わないでください。本製品の 
操作は、必ず車が停止した状態で、周囲の安全を確認してか6おこなってく 
ださい。 

•まの運拓中にはほ用しないで<ださい。 

車の運転中にはヘッドセットを使用しないでください。また、歩行中でも、 
駅のホームや交差点、工事現場などでは本製品の使用を中止し、周囲の状 
況をよくご確認ください。 

•万一、異常び発生したとをは... 

本製品か日異臭や煙が出たときは、ただちに使用を中止し、電源を切り、充電 
中の場合は、付属の USB 充電ケーブルをコンセントから巧いてください。その後 
は本製品をご使用にな6ず、販売店にご相談ください。 

♦高温のままが置しないでください。 

本製品は精密な電子機器です。高温、多湿の場所、長時間直射日光の当た 
る場所での使用•保管は避けてください。また、周辺の温度変化が激しい 
と内部結露によって誤動作する場合びあります。 

•車の中には組巧に放置しないで<ださい。 

本製品を高温の車内に長時間放置しておくと、内部電池の破裂•発义•故 
障の原因となり大変危険です。 

•巧電には付属の巧電機おなか使用しないで < ださい。 

本製品は内部電源にリチウムポリマー電池を使用しています。この電池は扱い 
を誤ると発义の危険性びあります。本製品の巧電には付属の US 日巧電ケーブ 
ル LU 外は使用しないでください。異なるものを使用すると、発义•故障の原因 
となりますので、絶対におやめください。 

•巧電び I 侈わった6、がず巧電ケーブルを取りかして<だ 
さい。また、化要な巧電時間をおえてを巧電び完了しな 
い場合を、いったん巧電を,後えてか6巧電ケーブルを取 
りかしてください。 

所定の充電時間を超えて充電をおこなった場合、内部電池が発熱•発义•破裂 
する危険性びあります。また、電池寿命に影響を与える場合びあります。 


挖部の名称とはた6き】 



巧電します 


本製品は、ご使用の前に充電をしておく必要があります。 

充電には付属の USB ケーブルを使用します。 

USB AC アダプタ付属モデル、シガーチャージャー付属モデルでは、それ日の付属品を 
ケーブルに接続することで、ご家庭の電源コンセントや、お車のシガーソケットからも充 
電でさます。 


《 US 巳 AC アダプタは、 LBT - MPHS 310 A / LBT - GMHS 310 A シリーズにのみ付属しています。 
※巧電用シガーチヤージヤーは、 LBT - MPHS 310 C シ U - ズにのみ付属しています。 


① 


製品開封後、最初に充電する場合は約4時間ほどかかります。 

二回目!^ソ降の巧電時間の目安は次の通りです。 

OUSB ケーブルを使用：約2時間* 

OUSBAC アダプタまたはシガーチャージャーを使用：約1時間10分 

上記の指定時間び経過しても LED ランプび消灯しない場合は、充電ケーブル 
を取り外し、いったん充電を取りやめてください。 

指定時間を越えて充電を続けると、電池寿命が短くなったり、故障の原因と 
なります。また、充電中は本製品を使用しないでください。 

* 充電時間は、接続する USB ポートの出力により異なります。 


( LBT - MPHS 310 A / LBT - GMHS 310 A シリースのみ） 

□ シガーチヤージヤー ( LBT - MPHS 310 C シリーズのみ） 1個 


さ部の名称とはた6ま 


①巧電用 USB コネクタ 

巧電するときに、付属の USB 巧電ケースレを差し込みます。 

⑤ マルチフアンクシヨンボタン 

電源のオン/オフなど、次の機能を持つボタンです。 


電源 ON / ペアリング■ペアリング済みの機器が周辺にない場合 


3秒な上長巧しすると、 LED ランプび青色に点滅したあと点灯状 
態に変わり、ペア U ングモード（携帯電話などから検索でさる状 
態）になります。 

■ペアリング済みの機器が周辺にある場合 

3秒 L ツ上長押しすると、 LED ランプび青色に点滅し、ペア U ング済 
みの機器と接続を試行します。ペア I 」ング済みの機器の電源び入 
つていないなど、接続に失敗するとペア I 」ングモード（携帯電話 
などから検索できる状態）になります。 


■携帯電話などの機器と接続に成巧した場合 

ゆるやかな青色の点滅擲秒に1回、1秒の点打）になります。 


電源 OFF 

電源び ON のとをに4秒しツ上長押しすると、 LED ランプびホ色に点滅 
したあと、電源び 0 FR こなります。 

⑤ LED ランプ 

電源やペアリングの状態を表示する LED ランプです。 

ランプの表示と本製品の状態については、マルチフアンクシヨンボ 
タンの説明をお読みください。 

④/⑥ 音量調整ボタント /+) 音量を大きくするときには+ボタンを巧します。音量をルさくすると 
さにはーボタンを押します。 

⑥ イャーフック 

取り外して向きを変え、付け曽えることで左ちに対応します。 

ウラ面の r イヤーフックの装着について」をお読みください。 

⑦ イヤフオン 

本製品に直付けされたイヤフオンです。取り外すことはできません。 

⑥ イヤーパッド 

カナルタイプのイヤーパッドです。出荷時には M サイズび装着され 
ています。お客様の耳の大ささに合わせて、 S サイズまたは L サイズ 
に付け替えることびでをます。 

④ マイク 

音声を入力するためのマイクです。 


台本個書枚個個個 

3 各 


♦水気のさい場所でのほ用/巧管は行わないでください。 

本製品内部に液体が入ると、故障、义災、感電の原因となります。 

♦ルさなお子様の手の届 < ところに巧管しないでください。 

誤飲など思わめ事故をおく場合があります。 

♦本はは精密な電子機器のため、衝撃や振動の加わる場所、強 
いお力の発生する場所、静電気の発ちする場所などでの使 
用•保管は避けて<ださい。 

♦き載機器と電波干渉が起こる場合は使用しないでください。 

ご使用のお車により、まれに車載機器との間で電波干渉が起こる場合があ 
りまず。そのよラな場合は、本製品の使用を中止してください。 

♦巧電中は、本製品および US 己巧電ケーブルの周りに物を置か 
ないでください。 発熱、発义、义災、やけどの原因となります。 


参歩きながらのご使用はお控え < ださい。 

携帯電話やヴーム機の画面をみながら歩いたり、周囲の音が聞こえなくなるほど音 
量を上げたりするしてご使用になるとと、事故の原因となります。 
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ミ主意 


ここに記載された事項を無視ずると、けがをしたり、物的損害を受ける恐れ 
がある事項でず。 


■その他：こんなことにも注意してください 

•衝撃や振動の加わる場所、高温•多湿の場所、直射日光び長時間当たる場所での使用、保管は避 
けて < ださい。 

•本製品は精密機器です。落としたり、強い衝撃を加えないでください。 

•温度、湿度の特に高い場所（自動車のダッシュボードや、暖房器具の近くなど）や直射日光が長 
時間あたる場所、静電気の発生しやすい場所、ホコ U のをい場所には置かないでください。 

•本製品がミちれたとをは、水または中性洗剤を少量含ませた柔5かい巧でがいてください。ベンジ 
ンやシンナーを使用すると変形、変色の原因となります。 

■電波に関するを意事項 

この機器の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療用機器のほか、工場の製造ライン 

等で使用されている移動体識別用の構内無線局（巧許を要ずる無線局）および特定省電力無線局 

(免許を要しない無線局）が運用されています。 

参この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局が運用さ 
れていないことを確認してください。 

•万一、この機器か日移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合には、 
速やかに使用周波数を変更するか、または電波の発射を停止したラえ、弊社テクニカルサポート 
にご連絡いたださ、混信回避のための処置等（たとえば、パーテイシヨンの設置など）について 
ご相談ください。 

参その他、この機器から移動体識別用の特定ル電力無線局に巧して電波干渉の事例が発生した場 
合など、 何かお困りのことが起きたときは、弊社テクニカルサポートまでお問合せください。 


使用周波数帯域： 2.4 GHZ 

変調方式 ：周波数拡散方式 FHSS frequency Hopping Spread Spectrum ) 

想定干渉距離 ：約1 Om (障害物のない場合） 

周波数変更の可否：全帯域を使用し、かつ r 構内無線局」「特定ル電力無線局」帯域を回避可能 


♦ご使用の際は、接続機器の取扱説明書の指示に従って< 
ださい。 

本製品は、パソコンや携帯電話などと無線通信による使用が可能ですび、 
接続先の機器により設定方法やを意事項が異なります。ご使用の際はこれ 
5の機器の取扱説明書をよく読み、を意事項に従ってください。 
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♦着信音量の設定には十分気をつけて < ださい。 

携帯電話とペアリングして使用しているとさに、着信音に驚いて事故の原因 
となったり、む臓に影響を与える恐れがあります。 

♦分解しないでください。 

本書の指示に従って行う作業を除いては、自分で修 I 里や改造•分解をしない 
でください。感電や义災、やけどの原因になります。 

♦巧続にほ用ずるコードを傷つけないで<ださい。 

义災や断線の原因となります。 

♦病院内や航空機の中などでは使用しないで<ださい。 

高度なま全を要巧される場所では絶対に使用しないでください。特定医療 
機関や航空機の計器類などの誤動作の原因になります。 


〇 
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♦定期的に巧電をおこなって < ださい。 

本製品を長期間使用しない場合でを、1ヶ月に一度を目安に充電をおこな 
って < ださい。 

♦曰本国なかではほ用しないでください。 

この装置は日本国内専用です。他国には独自の安全規格が定められてお 
り、この装置が規格に適合することは保証いたしかねます。また、海外か 
日のお問い合わせに関してち一切応じかねますのでご注意ください。 


〇 
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■廃棄について 


本製品は内部電池にリチウムポリマー電池を使用しています。 U チウムポ U マー電池はリサイクル 
可能な資源です。本製品を廃棄ずる場合は、弊社テクニカルサポートまでお問い合わせください。 
お問合せ先については、本書卷末を参照してください。 


■お手持ちのパソコン 



J 3 手持ちのパソコ:巧電中は赤色に点灯します。 
付属の USB AC アタフタ、、充電が終わると消灯します。 

シガーチヤージヤーなどの J 
USB ポートに接続してバ 
巧電しまず。 


シガー ソケットへ 

和な^-…-! 

■シガーチヤージャー 

( LBT - MPHS 310 C シ U - ズのみ） 


AC コンセントへ 



ゴム製のカバーを開き、 
USB コネクタに接続し 
ます。 


シリーズ A 

コネクタ 充電コネクタ 

[TUplHS' 

USB 巧電ケーブル 




ぺアリングします(機器の登録） 



コネクタの向さにミち意して 
接続してください。 

逆向きには接続できません。 


■ USB AC アダプタ 

(L 巨 T - MPHS 310 A / 

L 臣 T - GMHS 31 0 A シ U - ズのみ） 


I 付属の USB 充電ケーブルの充電コネクタを、製品本体の充電コネクタに接続します。 


I 付属の USB ケーブルのシリーズ A コネクタを、パソコンの USB ポートなどに接続 
I します。 

《 USB AC アダプタまたはシガーチヤージヤー付属モデルの場合は、これ!5の USB ソケット 
に接続することで、家庭用コンセントやシガーソケットから充電することらでさます。付属 
品については、パッケージ内容をご確認ください。 

I LED ランプび赤色に点巧し、充電が始まります。充電び完了すると、消打しま 


本製品を使用するためには、ご使用になる機器とペアリング（機器を初期登録する作 
業）をおこなラ必要があります。ご使用になる機器側の操作については、お手持ちの機 
器の取扱説明書をお読みください。 


マルチフアンクシヨン 
ボタンを、ランプが青 


ランプの消なを 
確認します。 


• ペア U ング情報は、8つまで記憶できます。8 
つ LU 上登録した場合は、古い情報から順番に 
削除されます。削除された機器と再接続する 
場合は、再度ペアリングが必要です。 

• 本製品は通話専用でず。音楽用途、ワンセグ視 
聴用途では利用でをません。 

• ペア U ング先の機器の設定状態などの原因で 
ペア U ングが完了しない場合は、いったん電 
源を切ってやり直してください。 

• 本製品は 「Bluetooth 2.1」に準拠していま 
す。日 luetooth 2.1 対応機器と接続する場合 
は、パスキーの入力を省略でをます。 


〇 本製品の電源が OFF の状態で、本製品のマルチフアンクシヨンボタンを 、 LED 
ランプび青色に3回点滅するまで、約3〜4秒間押し続けます。 

本製品の近くにすでにペアリング済みの機器びなければ、 LED ランプが青色の 
点灯に変わります（ペアリングモード）。 

参意図しない機器と接続されてしまう場合は、その機器の電源を切ってか日やり直してください。 
•すでにペアリング済みの機器が周囲にある場合は、電源がオンになった時点でボタンから 
手を離してかまいません。機器側の自動再接続機能や、信頼設定機能が有効になっている 
場合は、その機器と自動的に再接続します。 

参ペアリングしたい機器によっては、あ5かじめ機器側で rLBT - HS 310 からの通信を許可 
する操作」がぶ、要です。 
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〇 


ペアリングしたい機器（携帯電話やパソコンなど）から本製品を検索します。 

参検索方法はご使用の機器によって異なります。ご使用の機器の取扱説明書などを参照して 
ください。 

携帯電話やパソコンなどから本製品び見つかると、デバイス名 「 LBT - HS 310」 
び検索画面上に表示されますので、選択して登録します。 

•機器によっては、パスキーの入力を促す画面び表示されることがあります。このよラな場合 
は、「0000」（半角数宇ゼ04つ）と入力してください。 

ペアリングが完了すると、 LED ランプびゆるやかな点滅に秒間睛で青色に点 
滅）に変わります。これで登録作業は完了です。 


ウラ面に続きます I 


®A0 ||0 

















































f 電源のオン/オフ 


〇電話を受ける 

イヤフォンから着信音が聞こえた5、マルチフアンクシヨンボタンを巧します。 


〇電源 ON 

本製品のマルチフアンクシヨンボタンを、 LED び点灯するまで（約3秒）長押しし 
ます。すでにペア U ング済みの機器び近くにある場合、自動的にその機器に接続 
を試みます。接続び完了すると、 LED ランプびゆるやかな点滅に変わり、機器び 
使用でさるようになります。 

携帯電話より rLBT - HS 31 □か！5の接続を許可する」操作や、「接続」操作が 
必要な場合びあります。 


〇電源 OFF 

本製品のマルチフアンクシヨンボタンを4秒じ(上長巧しします。 
LED ランプび赤色に点滅したあと、消灯して電源び切れます。 


© 電源び切れる前にマルチファンクションボタンから指を離すと、携帯電 
話によってはリダイヤル機能が働を、発信される場合があります。 


■オートパワーオフ機能について 

携帯電話の電源を切るなど、接続中の機器からの送信が途切れた場合や、電 
源を ON にしたあと、ペアリング相手びいない場合、約已分後に電源び OFF に 
なります。 

※電源が ON の間は、 LED ランプびゆるやかな点滅を続けます。 


( 音量を調節する 

通話中に本体の音量調整ボタンを押すことで、音量を調節でさます。 


^携帯電話で通話する 


© 携帯電話の仕様によっては、下に説明する本製品の操作に対する携 
帯電話の動作が異なることがあります。 


携帯電話の仕様上、 Bluetooth へッドセツトに着信メ□ディを設定する 
ことはでさません。 


〇電話を切る 

通話が態で、マルチフアンクシヨンボタンを1回巧します。 


〇リダイヤルする（最後に発信した通話巧） 

マルチフアンクシヨンボタンを「カチカチッ」と2回押します。 


[着信した相手へのリダイヤルはでさません。 



〇電話をかける 

携帯電話を操作して発信します。発信後、へツドセツトへ音声を切り替えるために、 
携帯電話の操作び必要な場合があります。 

<一般的な操作> 

- Docomo の場合発信後に、「通話」ボタンを長押しする。 

- au の場合 発信後、に Z 」 ボタンを巧す。 

※詳細は携帯電話のマニュアルをお読みください。 


f パソコンで音声チャットする 


パソコンで音声チャットする場合は、パソコン側で通話開始/終了の操作をします。 

音声チャットの開始/終了および設定方法は、ご使用のソフトウェアや 0 S により異なり 
ます。詳細はご使用のソフトウエアまたは 0 S のマニュアルやオンラインヘルプをお読み 
ください。 


(耳への装着方法を変える 


付属のイヤーフックは，本体から取りがすことがで 
きます。イヤーフックを使用せず、イヤフォンを耳 
に差し込むだけでちお使いいただけます。 



基本仕様 


製品型番 


LBT - PCHS 310シリーズ /L 巨 T - MPHS 31 0 A シ U - ズ 

L 己 T - MPHS 310 C シ U — ズ /L 己 T - GMHS 31 0 A シリーズ 

デバイス名 


LBT - HS 310 

キャリア周波数 

2.400〜2.483己 GHz 

巳 luetooth 仕様 

Bluetooth 2.1 + EDR 

周波数拡散方式 

FHSS (Frequency Hopping Spread Spectrum ; 

伝送距離 


Class 2 最大半径 10 m (障害物なをこと）* 

巧応プ□ファイル 

HSP (Headset Profile) 、 HFP (Handsfree Profile ) 

アンテナタイプ 

内蔵型チップアンテナ 

連続待受時間 

最大120時間"* 

連続通話時間 

最大已時間> 


環境条件 

動作時 

温度 

相対湿度 

〇〜3己で 

20〜80% (ただし、結露なをこと） 


保管時 

温/; 3 ^ 

相対湿度 

-10 〜+已〇で 

10〜90% (ただし、結露なさこと） 

入力電圧 


DC 已 V ( USB 充電ケーブルから給電） 

消費電力 


3.7 V /120 mAh 通話時出力約1已 mA 

バッテリータイプ 

リチウムポ U マー電池 

かおホち(幅 X 高か奥行苗 

7 X 17 X 已已 mm (突起部分、イヤーフックをのぞく） 

質量 


約日 g (イヤーフックをのぞく） 


理論値です。また、距離は、通信対象の Bluetooth 機器の性能や、周囲の環境に依存して変化 
します。 

‘通信対象の团 uetooth 機器との距離が長い場さは、それぞれの消費電力が増加するため、時間 
が短くなる場合があります。_ 

© • 2.4 GHz 帯を使用ずる無線 LAN ( IEEE 802.1 1有/ b ) との併用は、 

電波干渉の発生により、利用でさないことびありまず。 

参本製品に巧して、ずべての Bluet 00化機器の動作を保罰ずるもので 
, はありません。 


USB - AC アダプタ仕お※1 

定格入力 

100-240 V / 50-60 HZ 

定格出力 

DC 5 V 1000 mA 

動作時環境ま件 

温度0で〜40で巧対湿度20〜80% 


シガーチヤージャー 仕お※2 


入力電圧 

DC +12/24 V 

出力ま居/ち流 

5 V /100 mA 

動作時廣境ま件 

温度0で〜50で巧対湿度20〜80% 


USB - AC アダプタは、 LBT - MPHS 310 A シリース、 LBT - GMHS 310 A シリースに付居してい 
ます。 

《2シガーチヤージヤーは、 LB 卜 MPHS 310 C シリースに付属しています。 


ヴポート修理受付お□のご案巧 


■お問い合わせの前に 

1. 本書を見て、接続の状態、注意事項をもラー度ご確認ください。 

2. 鮮社 Web サイトか門口:// WWW.I □呂 itec . co . jp /) では、最新のヴポート情報を公開 
しています。お問い合わせの前にご確認ください。 

問題が解決しない場合は、弊社テクニカルヴポートまでお問い合わせください。 

■修理について 

参修理依頼品については、下記に示す薛社修理受付窓□にお送りいただくか、お求 
めいただいた販売店にご相談ください。 

参保証期間中の修理につさましては、保証規定に従い修理いたします。 

• 保証期間終了後の修理につさましては、有料となります。ただし、製品終息後の 
経過期間によっては、部品などの問題から修理できない場合がありますので、あ 
日かじめご了承ください。 



( イヤーフックの装着につし VC 


イヤーフックは、お好みの位置に回転させることで、装着位置を調整することがでさる 
ほか、反巧向さに取り付けることで、左ちどちらの耳にち装着しやすい向さにでさま 



ち耳に装着する場合 




ち耳に装着ずる場合 


■機能一覽表 


機能/状態 

操作 

LED 表示 

電源オン 

マルチファンクシヨンボタンを3秒 
巧し続ける 

•青色に3回点滅^点な（ペアリン 
グ待ち） 

•青色に3回点滅^2回点滅^青 
色にゆるやかに点滅（ペアリン 
グ済みの機器と再接続） 

電源オフ 

マルチファンクシヨンボタンを3砂 
押し続ける 

消好 

充電中 

- 

赤色に点む 

充電完了 

- 

消な 

バッテリー容量不足 

- 

ホ色にゆるやかに点滅 

ペア U ング待ち 

- 

青色に点な 

電話を受ける 

ペア U ング中にマルチファンクシヨ 
ンボタンを1回押す 

- 

電話を切る 

通話中にマルチファンクシヨンボタ 
ンを1回巧す 

- 

リダイヤルする 

ペア U ング中にマルチファンクシヨ 
ンボタンを1回巧す 

- 

通話音声を切0替える 
(携帯電話なヘッドセット） 

通話中にマルチファンクシヨンボタ 
ンを1秒間巧して放す 


通話する電話を切り替える 
(マルチポイントモード） 

キャッチホン機能使用時 
の通話切り替え 


※ご使用の機器により、対応、していない機能もあります。また、本製品に対する操作が別の機能に 
割り当て5れていることがあります。 


困ったとまは • 


■携帯電話で通話の音声び聞こえない 

一部の携帯電話では、通話中に約20秒 L ソ上の無音状態が続いた場合に、自動のに省電カモードに 
なり、イヤフォンジャックの音声入出力びオフになります。そのため、通話中でも音声が聞こえなく 
なることがあります。 

このよラな場合は、本製品のマルチファンクションボタンを押して、携帯電話の省電カモードを解 
除してください。 

■本製品の電源が入6ない。 

本製品のバッテリーが充電されているかどラかを確認してください。 

バッテリーび巧電されていない場合は、バッテ U —を充電してください。 

■ノイズやエコー音び入る 

ペア IJ ング相手との距離を変えてみる、音量を調節してみるなどをお試しください。 

■携帯電話の着信時にマルチファンクションボタンを巧しても 
通話でをない。 

一部の携帯電話では、着信時に本製品のマルチファンクションボタンを数回巧さないと通話を開始 
でさない場合があります。マルチファンクションボタンを1回だけ押しても通話できないときは、数 
回押してみてください。 

■通話相手に自分の声び聞こえない 

一部の携帯電話では、イヤフォンのマイク入力が有効になるよラに、手動で設定する必要がある機 
種があります。マイク入力が無効になっていると、へッドセットのマイクからの音声び通話相手に聞 
こえません。 

■着信前に留守番転送されてしまラ 

着信か日留守番電話サービスに転送するまでの時間が短く設定されていると、本製品に音声が転 
送される前に留守番転送されてしまいます。このよラな場合は、留守番電話サービスへの転送時間 
を長めに設定してください。 

■ Bluetooth 搭載機器とペアリングできない。 

〇機器側の Bluetooth 機能が使用可能な状態であることを確認してください。ペアリングモードび 
時間切れのため終わっている場合は、再度設定ずる必要があります。 

〇ご使用の機器が本製品のプ□ファイルに対応しているかをご確認ください。 

■パソコンでの使用時に音量が調節できない 

一部のアプリケーションでは、音量をパソコン側で設定する場合があります。 

パソコンの設定を確認してください。 

■着メ □/ 着信音が聞こえない 

着メロが設定されていても、へッドセットか6は适常の呼び出し音が聞こえます。携帯電話に設定し 
た着メ□は利用でをません。また、携帯電話の機種によっては、 Bluetooth 設定の「八ンズフ U - 
着信鳴動」をヘッドセットも鳴らすよラに設定する必要があります （ r 接続巧手ち鳴動」などに設定 
します）。 


保証規定 


■保証内容 

製品添付のマニュアル、で書、説明ファイルの記載事項にしたびった正常なご使用状態で故障した 
場合には、本保証書に記載された内容に基づさ、無償修理を致します。保証対象は製品の本体部分 
のみとさせていたださ、添付品は保証の対象とはなりません。なお、本保証書は日本国内において 
のみ有効です。 


■保証適用が事項 

保証期間内でち、 L ソ下の場合は有償修理となります。 

1. 本保証書の提ホをいただけない場合。 

2. 本保証書の所定事項の未記入、あるいは字巧が書さ換えられた場合。 

3. お買い上げ後の輸送、移動時の落下や衝撃等、お取り扱いが適当でないために生じた故障、 
損傷の場合。 

4. 乂が、地震、水害、落雷、その他の天災地変、または異常電圧等による故障、損傷の場合。 

己.接続されている他の機器に起因して、本製品に故障、損傷が生じた場合。 

6. 弊社および弊社が指定するサービス機関 lU がで、修理、調整、改良された場合。 

7. マニュアル、文書、説明ファイルに記載の使用ち法、およびご注意に反するお取り扱いによ 
つて生じた故障、損傷の場合。 


■巧責事項 

本製品の故障または使用によって生じた、お客様のなをデータの消失、破損等について、保証ずる 
ちのではありません。直接および間接の損害について、興社は一切の責任を負いません。 


個人情報の取り巧いについて 

ユーザー登録-修正依頼 • 製品に関するお問合せなどでご提供いただいたお客様の個人情報 
は、修理品やアフターサポートに関するお問い含わせ、製品およびサービスの品質向上•アンケ 
ート調査等、これ S の目的のために関連会社または業務提携先に提供する場合、司法機関•行政 
機関か5法的義務を伴ラ開示請巧を受けた場合を除さ、お客様の同意なく第兰者への開示はい 
たしません。お客様の個人情報は最新の注意を仏って管理いたしますので、ご安むください。 


ご販売店様へ 

お客様へ商品をお渡しするとさは、必ず☆印の欄に所定事項をご記入ください。記入漏れびあります 
と、保証期間内でち無償修理が受け日れませんのでご注意ください。 


己 luetooth へツドセツト取扱説明書 

(LBT-PCHS310/LBT-MPHS 310 A/LBT-MPHS 310 C/L 己 T-GMHS310A シ 1」ーズ用） 

2010年1ち第1版 
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